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Notes on the Papilionidae from Ambon Island, Indonesia 
(Lepidoptera : Papilionidae) 


SHINICHIRO KATO 


前 報 (加藤 , 1976) に 引き 続い て , アゲ ハチ 。 ウ に つき 報告 する 報告 に 先立っ て 種々 御 教 示 い た だ いた 大 阪 市 立 
自然 史 博 物 館 の 日 浦 勇 氏 に 深 席 申し 上 げ る . 


アン ボン 島 の 地形 的 環境 


アン ポン 島 は , スン ダグ 海 棚 と サフ ァ ー ル 海 棚 に は さま れ て , 深い 海 と そこ に 突出 する 島々 が 交錯 する 地質 構造 上 き 
わ め て 不安 定 な な 地域 に 属す る . また , と の 地域 は 環 太平 洋 系 統 の 山系 と スン ダ 山 系 と が 入り 込ん で , それ ぞ れ 島 弧 を 
な し て いる が , アン ボン 島 は 後者 の 外側 の 島 弧 に 属し , その 最 東 北端 に 位置 する . 





Fig.1. Topographical map of Ambon Island 
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ーー 

ァ ン ボン 島 の 属す る タニ ン バ ル 諸島 か ら , セラ ム , ブル に 至る 島 列 は , その 南西 に ある スン ノバ, チモール と 同様 に 
古生代 中 生 代 な ど に 属す る 古い 岩石 を 基盤 と し , 新しい 火山 岩 が その 上 を 覆う が , 薄く て 活 火山 は な い . また 隊 起 天 
期 稚 の 発達 が 著しく , 第 四 紀 と いう よう な 新しい 地質 時 代 に 地殻 変動 の 垂直 変位 が 着 し か っ た こと を 示し て いる . ま 
た , この 島 列 と 内 側 の ダマ ル ・ バ ンダ 列島 と の 間 に は , ツェ ー パ バー 海溝 横たわり , 最深 所 は 7440m( に 達し , 世界 の 付 
属 海 の 中 で 最も 深い (渡辺 光 , 1974). 


アン ボン 島 の 地勢 


アン ボ ン 島 は , 北 と 東 は セラ ム 島 , 西 は ブル 島 に 接し , 南 は バン ダ 海 に 臨む . 面積 は 761km?。 アン ボン 滴 を いだい 
て 北部 と 南部 (に 分 か れ , 接続 部 分 は 潮流 に 浸食 され て , わずか 数 百 m に すぎ な い . 島 北 部 は 東西 49km, 南北 32km, 
東 と 西 に それ ぞ れ 山塊 が あり , 最高 峰 は 1038m で 東 に ある . 東西 を 区 切る 低い サバ ン ナ 人 台地 が 。 東 に 片 寄っ た 中 央 部 
を 南北 に 突き 抜け る 、 サバ ン ナ 台地 は 東海 岸 寄り に ゃ 小 規模 な が ら 見 られ る . 島 南 部 は 東西 23.5km, 南北 18km, 最 
高峰 566m の 低 山 塊 を な し , アン ポン 湾 に 面 する 北海 岸 と 東海 岸 を 除く と , 山塊 は 海岸 線 近 くま で 人 迫り, 低 山 の 割り 
こと は 急 皮 で 平坦 部 は 少な い . 

島 会 体 た 隆起 瑠 環礁 が よく 発達 し て 最高 点 は 500m に 達し チモール 島 の 1300m に 次 ぐ と いわ れる . 事実 , 南部 で 
は 400m を 超え を る 山地 で 随所 に わき 出し て いる の が 見 られ , 北部 の 中 央 部 や 東海 崖 寄り の サパ ン ナ 台地 で ゃ も 広範囲 に 
わた っ て 確認 され た 。 この よう な 地形 地質 の た め , 河川 は 短く て 急流 が 多く , 雨季 で は 雨水 は 池 落 し な が ら 一 気 に 海 
こ 流れ 出る の で , 年 間 を 通じ て 水量 は 豊か で な いよ う で ある . た だ 乾季 で は あっ た が , 海岸 線 近 く で 豊か な 湯水 を 見 
か けた こと が ある . 

島 南 部 は 人 口 征 密 , 低 山地 で も あり 山頂 近く まで 人 家 が ある ほど 開け て お り , 点 在 する 小 部 落 を 囲ん で , 豆 , こま, 
ひま , とう が らし な どの 畑地 , ちょ うじ , に くず く , 相 橘 類 の 栽培 林 が 小 規模 な 単位 で 散在 し , その 周辺 は 人 工 の 二 
次 林 が 茂る . 島 北 部 は 原生 林 が 残る 二 つ の 山塊 と その 間 ヒ 散在 する サバ ン ナ 地帯 が 大 部 分 を 占め る が , それ で $ る 中 央 
の サバ ベン ナ 人 台地 と 海岸 線 に 沿っ た 平地 に か け て は , 南部 と 同様 に 畑地 や 栽培 林 が 小 集落 の まわ り に あり , その 外側 は 
人 工 の 二 次 林 と な る . 海岸 線 に 沿っ て は ヤシ が 繁茂 する . 


アン ボン 島 の アゲ ハチ ョ ウ 


ァ ン ボン 島 で は 5 属 15 種 が 既知 種 と し て 記録 きれ て いる . 筆者 は 2 回 に わた る 調査 で , 5 属 10 種 (Table 1) を 
採集 する こと が で きた の で , 若干 の 知見 を 添え て 調査 結果 を 報告 する . 


Table 1. 季節 別 採集 種 と 性 別 頭数 






































_ 既知 Dec. 26, 1972 | Aug. 4-10, a _- a 
Genus ( 属 ) 種 数 採 集 種 | NN 2, 0 | 8 採集 頭数 計 
Ornithoptera i 。 i | | | 
ーー メガ ネ ァ ゲ ハ 属 | + | priamus ! 1 | 1 
Troides | : | | : 
ー キ シタ アゲ へ 属 ] oblongomacntatus | 2 2 0 3 | 13 
Pachliopta 6 | | 
ベニ モン アゲ ハ 属 | 1 は DOB OS ーー ' 1 上 "| _- 1 
5 | 。 27SS@S ' 2 | | 2 4 
2 5 | alphenor ーー 4 2 9280 。 敵 39 
fuscus 1 11 11 5 38 
agamemnon ! 2 1 3 
Graphium | macfarlanei . 8 | 6 : 8 | 8 | 30 
アオ スジ アゲ ハバ 属 codrus | 1 | | 1 | 2 
sarpedon | 1 | 1 2 
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同島 は 東洋 区 ・ オ ー ス トラ リア 区 の 接する 地域 ,。 すなわち 両 区 の 周辺 部 に 位置 する た めか , 本 科 も alphenor, 
fuscus, macfarlanei な ど 二 三 の 種 を 除く と 全般 に 発生 頭数 の 少な い 亜 種 と な り , か つ 生 息 の 中 心 が 平 地 ょ より 佐 山 
地 に 移行 し て いる 傾向 が 見 られ る . 




















Papilionidae 


1. Ornithoptera priamus briamus Linnaeus メガ ネ ア ゲ ハ (Fig. 2) 
採 品 は アン ボン 南部 の 低 山 地 で の 1 頭 の み で , 雨季 に は 平地 に も 下り て くる こと を 期待 し た が , 全然 見 か け な か 
っ た . 前 殖 長 98mm, 開 長 178mm. 























Fig. 2. Ornithoptera priamus priamus Linnaeus。 ®. 

Fig. 3. Pachliopta polydorus polydorus Linnaeus, 8. 

Figs. 4-7. Troides oblongomaculatus 0blongomaculatus Goeze, (4) 8, dry season form ; 
(5) ditto 8 ; (6) ditto 8, dry season form : (7) ditto 9. 
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2 Troides oblongomaculatus oblongomaculatus Goeze パプ アキ シタ アゲ ハ (Figs. 4-7) 

同島 産 ト リバ ネ ア ゲ へ 3 種 の 中 で の 普通 種 で , 採集 場所 は 前 種 と 同じ で ある . 乾季 に は 前 半 が や や 狭 長 に な る 傾向 
が 見 られ る . この 傾向 は の sses (Fig.8), co2rus (Fig.22) に も ゃ 見 られ る . また 要 形 は 横長 の 感じ が 強く な り , 後 
将 中 央 の 金 黄 色 斑 は や や 暗色 を 帯び る (Figs. 4 6). 乾季 採 品 の $ 前 殖 長 は 80 mm, は 90 mm と 100mm ( 開 長 
180mm), 雨季 で は 3$80 一 86mm, * 96 一 98mm. 


























3 Pachliopta polydorus polydorus Linnaeus オナ シベ ニモ ン ア ゲハ (Fig. 3) 
乾季 の 海浜 沿い 疎 林 内 で の 1 8 を 採集 し た の み で , 他 に は 見 か け な か っ た . 


* 





Figs. 8-19. Papilio spp., (8) P. ulysses の sses Linnaeus,。 8, dry season form ; (9) ditto 8 
(0) ア . alphenor alphenor Cramer, 8 ; (11) ditto 8, f. g の ezo7 Crameri (2 ditto §, dry 
season form ; (3 ditto 2, 8 form ; (14-16) ア . fuscus fuscus Goeze, 8; (17-19) ditto ®. 
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4. Papilio ulysses ulysses Linnaeus オオ ルリ アゲ ハ (Figs. 8, 9) 
転 季 雨季 と も に 海浜 沿い 疎 林 の 林 縁 と 南部 低 山 地 の 同一 場所 で 採集 し た . 乾季 採 品 の 前 殖 長 は 63mm, 雨季 で は 65 


mm, 67mm. 








5. Papilio alphenor alpbhenor Cramer アル フェノール シ ロ オ ビア ゲハ (Eigs. 10-13) 

平地 か ら 低 山 地 に か け て 全島 に 広く 分 布 し , 人 家 周 辺 に 多い 普通 種 だ が , 乾季 の 発生 頭数 は 少な い . 乾季 採 品 の $ 
前 丈 長 は 49mm, ゃ は 50 一 52mm, 雨季 で は 8 51 一 56mm, $52 一 58mm (Fig. 1 の 40mm の 短小 型 は 除く ). 

8 の 前 次 外縁 に な らぶ 修 白斑 紋 は , 内 方 に 向かっ て キノ ュ 圭 状 に な ふくらむ. 白 帯 型 9 も 同様 で ある (Figs. 10, 13). 
この 点 は パラ ワン ・ ル ソン ・ ミ ンダ ナオ の 標本 に も 共通 する . も っ と も る, の 9 の 7es で も , ジャ ソ ・ ボ ルネ オ ・ ス ラッ ウェ 
シ ・ 和 奄美 諸島 産 に , これ に 似 た ふく ら み を あら わす 個体 が ある の で 検討 の 余地 は 残る が , 発現 の 形状 ・ 強 弱 に 安定 し 
た 差 が 認め られ る の で , 種 g め zezor に 固有 の 形質 と 見 な し て よい と 思わ れる . 







































































Figs.20-28. Graphium spp., 20 G. agamemnon plisthenes Felder, &; 20 ditto ?: 9 P. codrus 
codrus Cramer, S, dry season form ; 23 ditto @ ; 4 P. sarpedon anthedon Felder, ab. 8; 
5) ditto ゃ , ab. aureifer Fruhstorfer ; 0 G. macfarlanei cestius Fruhstorfer, 8 : 7 ditto 
2 ; blue form ; 8 ditto §, brown form. 
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な お , 後 契 裏 面白 帯 外 方 に 青色 鱗 を 散布 せ ず , 8 は 無 尾 で , 後 契 白 帯 を 形 づ く る 白 紋 は 大 きく , 7edebouria と 同 
じ 特徴 が 見 ちら れる. 8 交尾 器 は Zedebouria と 同じ 構造 を も つ . 

? に は 2 型 あ る . 白 帯 型 は 無 尾 , 13 % の 採 品 の うち 1 頭 の み で , ここ で は 白 帯 型 の 発生 は 希少 と 思わ れる (Fig. 13). 
赤 斑 型 は の o の 9o7zs (Fig. 3) に 擬態 する . 尾 状 突起 は 乾季 で は 短小 , 雨 李 に は 発達 し た も の が 多い が , 短小 な 個体 
も 混じり , ば ら つ き が 多い . な お , よく 発達 し た も の で も 先端 は , し ゃ くし 状 に あふ くら まな い . この 点 も polytes と 
区 別 さ れる 種 の 特徴 と 思わ れる (Figs. 11-12). 








6. Papilio fuscus fuscus Goeze ネッ タイ モン キア ゲハ (Figs. 14-19) 

生息 場 所 は 前 種 と ほぼ 同じ で , 発生 頭数 も 多く 最も 普通 に 見 られ る 種 で ある . 8 前 玩 長 は , 乾季 で は 48 一 50 mm 
(Fig.14), 雨季 で は 55 一 66mm で , 乾季 の 小型 化 が 目立つ が , 乾季 の 採 品 に 雨季 の も の が 多い こと か ら , 年 中 切れ 
目 な く 発生 し て いる も の と 思わ れる . 

Jordan (1908) は , 前 玩 中 室外 方 の 白 短 条 と 後 存 黄 白斑 紋 の あら われ 方 に より , f. cinereomaculatus Goeze 
(Fig. 14), f. fuscus Goeze (Fig.16), f. cestaneus Goeze (Fig. 15) の 3 型 に 分 け て いる が , 採 品 を 検 し た 限り 
で は , いずれ ゃ 入り 組ん で お り , か つ 連 続 し て いる . その 他 に を も 尾 状 突 起 の 形状 の 多様 性 (Figs. 17, 19), 後 存 黄 
白斑 列 外 方 に 青 灰色 鱗 を 強く 散布 する ふも の (Figs. 15, 16, 19), 後 燃 亜 外 縁 橋 色 紋 の 強く 発達 する も の (Fig. 18), 
な ど 個 体 変 暴 の 多い 亜 種 で ある. 














7. Graphium agamemnon plisthenes Felder コモ ンタ イマ イ (Figs. 20, 21) 
採集 場所 は 平地 か ら 低 山地 に か け て の 疎 林 林 和 で , 訪 花 中 の ぁ の . 乾季 に は 見 な か っ た . 


8. Graphium macfarlanei CeS72S Fruhstorfer ヨシ ノ タ イマ イ (Figs. 26-28) 

全島 の 平地 か ら 低 山 地 に か け て 広く 分 布 し , 季節 に よる 変化 は な く , 発生 頭数 $ 変 わら な い . 同島 産 ア キス ジア ァ ゲ 
ハ 属 で は , この オー スト ラリ プア 系 亜 種 が 最 普 通 種 と な り , 他 の 重 種 は ト い ずれ も きわ め て 少な く な る . 

8 の 前 後 燃 に また が る 青 緑色 帯 は 安定 し て いる が , で は 青 緑色 (Fig. 27) か ら 黄 緑 色 を 経て 黄 褐 色 (Fig. 28) 
の も の まで あり , 9 の osoz に は 見 られ ぬ 連 続 し た 変化 を も つ . Jordan は , 黄 褐 色 の 個体 を 死後 黄 変 し た も の の よう に 
述べ て いる が , 恐らく 少な い 採集 個体 に よる 誤 断 と 思う . な お , 玩 表 地 色 と 後 玩 裏面 の 基部 お よび 亜 外 縁 沿 い の 斑 紋 
に ゃ , 中 間 色 を 経て 両極 で は , 黒褐色 地 色 は 褐色 に , 赤 斑 紋 は 黄 科 色 に な る 傾向 が 見 られ る . 


9. Graphium codrus codrus Cramer オナ ガ ア オス ジア ゲハ (Higs. 22, 23) 
採 品 は 乾季 雨季 それ ぞ れ 傷ん だ 1 * で , 海浜 沿い 下 林 林 縁 の 同一 地点 で ある . いずれ も ラン タナ で 吸 蜜 中 の も の で 
あっ た . 吉 季 採 品 の 前 麹 長 は 55mm, 雨季 で は 60mm. 


10. Graphium sarpedon anthedon Felder アオ スジ アゲ ハ (Figs. 24, 25) 

採集 場所 は 南部 低 山 地 の 山 道 で , 乾季 に 訪 花 中 の 1 8 1? の み で , 他 に は 見 か け な か っ た . 採 品 の $ は , 後 殖 第 4 
室 の 中 室外 方 黒色 地 人 色 部 分 に , 赤色 鱗片 や まばら に 散布 し て 小 浴 を 形 づ く る . アオ スジ アァ ゲハ 属 の 異常 個体 は 多い と 
いわ れる が , あま り 例 の な い 美 常 型 と 思う 5. な お 後 玩 裏 面 の 基部 と 亜 外 縁 に 沿 赤 紋 も 大 きく 鮮明 で , 前 後 門 に また 
が る 青色 帯 は 異常 に 薄れ る (Fig. 24). * は 鮮やか な 青色 帯 を も つが , 後 郊 裏面 の 赤 紋 は 黄 樽 色 を 呈す る (Fig. 25 


ab. aureifer Fruhstorfer)、 
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Summary 


The author, having had a short trip for butterfly collection at Ambon Island, Indonesia, in 
December, 1972 and August, 1974, reported on Pieridae collected there, with special reference to 
seasonal variation (Kato, 1976). 

Tn this paper, Papilionidae collected at Ambon Island are reported, in which reference is made to: 

1) one of the endemic characters of P. alphenor which possibly makes P. alphenor distinguishable 

from true P. polytes as an independent species distributed in Philippine and Moluccas. 

2 ) re-examination on three forms of P. fuscus fuscus Goeze described by Jordan (1908). 


3 ) continuous color variation observed on wings of female G. macfarlanei cestius Frunstorfer. 
4) an aberrant form of G. sarpedon anthedon Felder. 








オオ アオ シャ チ ホ コ の 青森 県 か ら の 記録 


市 田 Ns。 2 
(030) 青森 市 大 字 人 筒井 字 桜 川 547 の 1 


Quadricalcarifera viridipicta himiko Nakamura 
(Lepidoptera : Notodontidae) from Aomori Pref. 


TADAO ICHIDA 


オオ アオ ジ シャチホコ @uadricalcarifera viridipicta 
himiko Nakamura を 青森 県 下 で 採集 し た の で 報告 す 
る . 

青森 市 横内 浄水 場 , 18, 27. iv. 1975 (市 田 忠 
夫 ). 

下北 半島 か ら 本 種 と 思わ れる 記録 が ある が , 正 稚 に 
同定 され て いな い の で , この 報告 が 青森 市 初 記録 と な 
る . な お 岩手 , 秋田 , 宮城 な ど 近県 か ら ぁ 本 種 は 記録 
され て いる . 

標本 を 同定 し て 下さ っ た 中 皿 区 太郎 氏 に 感謝 する . 
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